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1 .マウス神経腰腫は 5 週齢・体重15g前後の雄性 ddNマウスの右頭項部に約 1 mg の 20-methy lcho ・
lanthrene pellet を挿入することにより，またラット神経腹腫は生後 3 日以内の S-D系ラット腹部
皮下に体重kg 当り 50mg の 1-ethy 1-1-ni trosourea を投与することにより誘発した。処置後これらの
動物を餌育観察し，全身衰弱や神経症状の出現などにより腫壌の発生を推察し，順次以下の実験に
用いた。
2. 抗癌剤は bleomycin (以下 BLMと略記)および14Cで標識された bleomycin-A 2 (bleomycin の
主成分， 2mCi/gj 以下 14C-BLM-A2 と略記)を使用した。
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3. マウスおよびラットで、は体重kQ 当り O.lg の BLMまたは 14C-BLM-A2 を尾静脈より，ヒトに対し
ては体重kg 当り 1 町の BLMを手術時，肘静脈より腫蕩摘出 2 時間前を目標に投与した。
4. BLMの脳腫療ならびに臓器組織内濃度は枯草菌を被検菌とした microbioassay (抗菌活性を有
するいわゆる活性型BLM として表現)で， 14C-BLM-A2 の分布は microbioassay とともに Dulc
Dulcioo らおよび、Meade らの方法に準じた radioassay (とりこまれた BLM総量として表現)なら
びに Wilske らの凍結乾燥エポン包埋法による radioautography により観察した。
(成績〕
1 . 20-methylcholaothreoe で誘発したマウス神経穆腫および1-ethy 1-1-oitrosourea で誘発したラ
ット神経勝腫はともに組織学的にヒト神経腰腫に類似していた。
2. BLM静脈内投与後，マウス，ラットおよびヒトともに正常脳組織内には活性型BLMが検出され
なかったが，神経勝腫組織内には検出された。静注 2 時間後の血紫に対する腫蕩内活性型 BLM 濃
度比はマウス神経謬腫 0.68 士 0.11 (0= 5) ，ラット脳神経腰腫0.13 士 0.05 (0=11) ，ラット脊髄
神経謬腫0.27 士 0.12 (0=11) ，ヒト神経穆腫0 .43 士 0.09 (0=11) であった。
3. Radioautography による観察では，静脈内に投与された 14C-BLM-A2 は 30分後にマウス神経謬
腫細胞内に分布した。














明らかとなった。またそのうち約 3 分の 2 が活性型として分布することが示唆された。さらにヒトグ
リオーマについても可能な範囲での検討が加えられているが動物実験とよく一致した結果が得られ
ている。
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本研究の結果は脳腫療の化学療法において重要な指標を提供するのみならず，これら脳腫療モデル
を用いた pharmacokinetics の研究の有用性を証明したものである。
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